別記様式１
令和　　年　　月　　日

石川県知事
　　谷　本　正　憲　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　印

AI・IoT・RPAを活用した業務効率化・省力化支援事業計画書
　　標記事業の補助金の交付を受けたいので、下記のとおり事業計画書を提出します。
記

１　事業計画書(様式１、２)　正本１部、副本６部
２　過去２年間の決算書写し １部
３　その他の必要資料

（事業計画書の作成者）
	①
	職・氏名
	役職
	

	
	
	氏名
	

	②
	勤務先住所
	〒



	③
	電話番号
	

	④
	ＦＡＸ番号
	

	⑤
	電子メールアドレス
	


注）用紙は、原則として日本工業規格Ａ４版を使用してください。
事業計画書

１　企業概要

	①
	企業名
	

	②
	代表者
職・氏名等
	職
	
	ふりがな
	

	
	
	
	
	氏名
	

	
	
	年齢
	S
	
	年
	
	月
	
	日生　（
	
	）歳

	③
	創業・設立
	創業
	
	年
	設 立
	
	年

	④
	本社所在地
	

	⑤
	資本金
	
	千円
	


	⑥
	従業員数
	
	人
	（うちパート
	
	人）

	
	
	(内訳)
	管理
部門
	
	人
	開発
部門
	
	人
	製造
部門
	
	人

	⑦
	直近売上高
	
	（H
	
	年
	
	月期）

	⑧
	所属団体等
	

	⑨
	IoT研究会（※１）
登録の有無
	いずれかに〇をつけてください。

	
	
	
	登録済み
	
	未登録


※1：IoT研究会とは、（一社）石川県情報システム工業会が設置する「ものづくり産業等IoT化推進研究会」をいいます。
２　過去（直近３年）に受けたことのある設備導入に関する補助金・助成金等(※2)
	年度
	対象事業名
	交付機関・（制度名）
	金額（千円）

	H
	
	
	
	

	H
	
	
	
	

	H
	
	
	
	

	H
	
	
	
	


※2：（例）経済産業省「ものづくり補助金」、「IT導入補助金」、
（公財）石川県産業創出支援機構「製造工程省力化等支援事業」などをいいます。
３　事業内容
（１）実施テーマ名
テーマ名は事業概要が分かるよう簡潔に記載してください（採択時の紹介に使います）。
	テーマ名
	


（２）導入するシステム

導入するシステムについて以下の項目を記載してください。
	導入する
システムの名称
	

	ベンダー
	企業名
	

	
	所在地
	

	導入予定価格（税抜）
	
	円
	

	導入完了予定日（※２）
	R
	
	年
	
	月
	
	日

	システムの特徴


	AIを活用
（いずれかに○を
つけてください）
	該当
	下欄に該当する特徴を記載してください。

	
	
	○
	【記載例】
AI（ディープラーニング）を活用した画像解析を行うことにより、これまで目視で行っていた検査を自動化する。

	
	IoTを活用
（いずれかに○を
つけてください）
	〇
	下欄に該当する特徴を記載してください。

	
	
	
	【記載例】
作業指示書にRFID又はバーコードを貼り付け、各生産工程で製造指示書を読み取り、進捗情報をクラウドにアップロードするシステムを導入する。

	
	RPAを活用
（いずれかに○を
つけてください）
	〇
	下欄に該当する特徴を記載してください。

	
	
	
	【記載例】
取引先のＥＲＰシステムで配信される注文及び所要データの取得から、自社生産管理システムへの転記作業をＲＰＡで自動化する。


※1：IoT研究会とは、（一社）石川県情報システム工業会が設置する「ものづくり産業等IoT化推進研究会」をいいます。
※2：令和3年2月28日以前の日になります。
※3：「システムの特徴」は、申請内容が補助対象であるか（AI・IoT・RPAに該当するか）の判断に使います。
（３）事業の背景及び必要性
自社を取り巻く業況、経営上の問題等の背景と、それに伴う本取組みの必要性に関して、数値や図・グラフ、写真等を用いながら具体的に記載してください。
	【記載例】
１．当社の現状と経営上の問題
当社は、昭和○○年に創業し、一貫して△△の製造・販売を営んできた。特に□□技術については長年、研究を重ねており、○○年に「■■■■賞」を受賞したこともあり、取引先からの信頼を獲得するに至っている。
長年培ってきた当社独自の□□技術を強みとして、近年、国内のみならず、欧米からの受注も増加し、売上高は高水準で推移するものの、短納期、多品種少量生産の要請により、納期に間に合わせるため、時間外勤務が常態化していた。
足元では、受注は落ち着いており、将来を見据え、今のうちに、限られた人的資源を効率よく活用し、生産性を向上させることが企業としての競争力を高めていくうえで重要と考えている。

２．本事業に取り組む必要性・経緯
（例：AI）取引先から品質に対する要求が強まっており、検査工程にはベテランを配置し、全て目視検査を行っているため、大きな負担となっている。取引先からの短納期の受注があった場合には、ベテラン職員を■■工程にも配置する必要があるが、将来的には、十分な人材の配置を行うのは困難な状況である。
　今般、🔴●社から、AI（ディープラーニング）を活用した画像解析システム導入の提案があり、同業他社での活用状況を調査したところ、検査工程で大幅な省力化の効果が得られることがわかったため、導入を検討する。
（例：IoT）取引先からの急な発注に対応するためには、生産計画の状況を把握し、追加発注の可否を速やかに判断することが必要であると考えている。
しかし、現状では、生産状況についての情報共有は、各生産部門の稼働状況を部門ごとの担当者が目視で確認し、すり合わせの会議を行っている状況であり、多くの作業時間を要しているほか、リアルタイムでの情報共有が難しい。
　　そこで、生産状況をリアルタイムで把握するIoTシステムの導入を検討する。
（例：RPA）取引先からの増産要請に伴い、受注情報だけでなく先々の所要情報もリアルタイムで管理していく必要がある。
ただし、生産管理システムへの受注及び所要データの入力作業に要する時間がここ数年間で増加しており、近年の働き方改革の観点から、時間外労働時間は抑える必要がある。また、数量や金額の入力ミスによる現場の混乱や遅れが生じる等、生産管理上の問題も発生している。
　上記に対して、受注データの取得から生産管理システムへの転記までを自動化する仕組みとして、ＲＰＡツールの導入を検討する。



（４）目標および目標に対する課題と解決方法及び実施内容
（３）の背景や必要性を踏まえ、目標を設定し、目標達成に向けた課題ごとにそれぞれ具体的に記入してください。(最大２つまでテーマ設定可)
※ＲＰＡについては、「対象業務選定の理由」、「ツール選定の理由」、「運用部門
(担当者)」も含めて記入してください。
	テーマ
	（　例：AIを活用した画像解析による検査工程の自動化　）

	目標
	※できるだけ数値で具体的に記載してください。
【記載例】
数値目標：目視検査に要する時間　〇〇時間→○○時間


	課題
	【記載例】
当社では、取引先から品質に対する要求が強まっており、検査工程にはベテランを配置し、全て目視検査を行っているため、大きな負担となっている。

　具体的には、○○の検査には🔴●のノウハウが必要なことから、熟練者を配置せざるを得ず、人材確保が難しい中、新たな受注を獲得することが難しい状況となっている。


	解決方法

・

実施方法
	【記載例】
　AI（ディープラーニング）を活用した画像解析システムを導入し、検査工程で大幅な省力化を図る。
　　具体的には、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
　　上記システムの導入により、検査工程で熟練者の業務時間を○○時間削減することを見込んでいる。熟練職員には、その時間を▲▲の業務に取り組んでもらい、△△の受注獲得を目指す。



	テーマ
	（　IoTを活用した生産状況の情報共有　）

	目標
	※できるだけ数値で具体的に記載してください。
【記載例】
数値目標：生産状況の共有に要する時間　〇〇時間→○○時間
　　　　　　　生産性向上により生産量を１０％増加



	課題
	【記載例】
取引先からの急な発注に対応するためには、生産計画の状況を把握し、追加発注の可否を速やかに判断することが必要であると考えている。
しかし、現状では、生産状況についての情報共有は、各生産部門の稼働状況を部門ごとの担当者が目視で確認し、すり合わせの会議を行っている状況であり、多くの作業時間を要しているほか、リアルタイムでの情報共有が難しい。（結果的に一部受注を逃しており機会損失が発生。）


	解決方法

・

実施方法
	【記載例】
　　IoTを活用し、生産工程の見える化により、リアルタイムでの情報共有を図ることにより、情報共有に係る作業時間を短縮することに加え、取引先からの追加発注の可否を速やかに判断できるようにする。
具体的には、作業指示書にRFID又はバーコードを貼り付け、各生産工程で製造指示書を読み取り、進捗情報をクラウドにアップロードするシステムを導入し、事務所内でも、リアルタイムで進捗状況が把握できるようになり、急に短納期の発注があった場合でも、受注の可否を速やかに判断することができるようになるもの。
また、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。



	テーマ
	（　ＲＰＡを活用した受注データ取得～入力の自動化　）

	目標
	※できるだけ数値で具体的に記載してください。
【記載例】
数値目標：受注データ取得～入力要する時間　〇〇時間→○○時間
　　　　　　　

	課題
	【記載例】
取引先からの受注データを生産管理システムへ入力するため、月○○程度を要しており、時間外労働も発生している。近年の働き方改革の取組みから、時間外労働時間は抑える必要があり、また、数量や金額の入力ミスによる現場の混乱や遅れが生じる等、問題も発生している。

	解決方法

・

実施方法
	【記載例】
（取組内容）

データの入力作業は取引先から配信されるデータの取得方法や、転記箇所が定型的であること、また繰り返し作業であることから、ＲＰＡツールによる自動化対象とした。
データの取得から生産管理システムへの転記までを自動化することで、作業時間を短縮するとともに、作業の正確性を高めることで、入力ミスによるリスクを回避できるようにする。
具体的には、取引先のＥＲＰシステムで毎日配信される受注データおよび週1回配信される所要データをCSVファイルで取得、自社生産管理システムに注文番号、製品名、単価、受注数、納期、納入先、特記事項を転記するところまでをＲＰＡでシナリオ作成し、導入する。
（トライアルの実施）
　ＲＰＡツール導入に際して、○○社のもので1カ月の無料トライアルを実施した。担当者がシナリオ作成の操作性を体験できたり、また実際の業務の一部をRPA化することで、導入効果を把握することができた。
（ツールの選定理由）
ＲＰＡツール選定に際しては、○○社と△△社、□□社のものを候補とし、●●、▲▲、■■の比較条件を設定。トライアル実施対象者に聞き取り調査を行う等検討した結果、○○社に決定した。
（運用体制）
　運用面においては、社内業務一式を把握している総務部長を責任者とするプロジェクトチームを立ち上げる。実作業では、入社○年目ながらＩＴ情報に精通した総務担当者を専任担当とし、シナリオ作成から保守まで一貫してサポートを行う。



４　本事業でのシステム導入等のスケジュール
導入するシステムの導入（設備の設計から発注、納品）に加えて、設備導入後の試行期間等の流れを具体的に記入してください。

　　

	時期
	内　　　　　　　容

	R
	
	年
	
	月
	

	R
	
	年
	
	月
	

	R
	
	年
	
	月
	

	R
	
	年
	
	月
	

	R
	
	年
	
	月
	

	R
	
	年
	
	月
	事業完了


※適宜、行を追加・削除してください。
６　専門用語等の解説
計画書に記載した専門用語・略語等についてそれぞれ簡潔に解説してください。
	専門用語・略語
	解説

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※適宜、行を追加・削除してください。
７　収支計画
（１）収入計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	区分
	補助対象経費
	主な調達先
	備　考

	自己資金
	
	千円
	
	

	借入金
	
	千円
	(例)●●銀行▲▲支店
	

	その他（　　）
	
	千円
	
	

	補助金
	
	千円
	
	

	合計
	
	千円
	
	


（２）支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	区　分
	補助対象経費
	備　考

	①
	AI・IoT・RPAシステム（ソフトウェア、ハードウェア等）の本体費用
	
	千円
	

	②
	（RPA等クラウドサービスの場合）
導入・初期費用・運用開始日（導入日）から事業実施期間の間に要するサービス利用料・ライセンス／アカウント料
	
	千円
	

	③
	AI・IoT・RPAシステム導入の付帯費用（ソフトウェアのインストール、動作確認、保守・サポート、
操作指導、教育等）
	
	千円
	

	④
	AI・IoT・RPAシステムの導入に係るコンサルテーション費用
	
	千円
	

	⑤
	その他
	
	千円
	

	合　　　計
	
	千円
	


※備考欄には、各区分に該当する経費の名称（サーバー費、ソフト費等）を記載してください。
（※３）











売上の推移など











製品の写真など
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